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昨年 4 月に執行された文京区議会議員選挙で立憲民主党・新人候補として 3187 票をいただいて
当選し、地域でも議会でもたくさんの貴重な活動の機会をいただきました。大学院修了後、保育士
として働きながら下町の長屋で 3 人の子どもを育て、町会やＮＰＯで地域活動やまちづくりに取
り組んできた経験を活かし、暮らしの当事者であるみなさんの実感と声を、未来を生きる子どもた
ちのために区政に届けてまいります。また、困ったときこそ頼りになる本来の政治、生活に根ざし
たボトムアップのまっとうな政治を取り戻すために、みなさんと一緒に文京区の多様な魅力や自治
の力を活かして、新しい可能性を引き出す区政の流れをつくってまいりたいと思います。今後とも
ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

●メッセージ／文京みらい会派理念―「文の京」から子どもたちの「みらい」へ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1
●本会議一般質問「すべての子どもに質の高い保育・教育を保障する仕組みづくり」ほか・・・・・・・・・ 2
●インタビュー「未来を生きる子どもたちに選ばれる議員になるために」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3
●�委員会レポート／教えて！先輩「幹事長会って？」／ 

教えて！課長さん「根津のまちづくりの状況は？」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7
●地域レポート「コミュニティ道路―藍染大通り」「指定避難所―根津小学校」／プロフィール・・・・・・・ 8

文 京 み ら い 会 派 理 念  ―「文の京」から子どもたちの「みらい」へ
　会派「文京みらい」の前身である「ぶんきょう未来」は5年前に生まれました。「議会審査には是々非々で臨む」「区
長および執行部と適切な距離感を持って対峙する」「少数意見や多様性、公平性を尊重する」「透明で公正な議会運
営を行う」など、会派のスタンスを明確にし、区民が主役の区政の実現に全力で取り組んできました。「ぶんきょう
未来」から「文京みらい」へ 、時代や社会が変わっても変わらない志を受け継いで、これからも対話と調査に基づ
く政策を実現してまいります。新しいスタートにご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

　私たち「文京みらい」は、区民とともに知恵と力を集め、未来の子どもたちに責任を持って引き継げる文京区をつくるため
に集った会派です。私たちは、議会や議員のあるべき姿として以下の〈基本理念〉を掲げます。

○理念①「透明で開かれた、区民参加型の区政へ」
私たちは、議員一人ひとりの政策やスタンスを明確にし、議論や意思決定のプロセスをオープンにすることで、区民に身
近で分かりやすい活動をとおして、透明で開かれた、区民参加型の区政を目指します。

○理念②「誰もが尊重され、幸せに暮らせる社会へ」
私たちは、区民と議員のつながりを深め、二元代表制による議会のチェック機能を強化することで、公正で取りこぼしの
ない政策をとおして、誰もが尊重され、幸せに暮らせる社会を目指します。

○理念③「誰もが平等に、共に生きる未来へ」
私たちは、区民と議員の権利や多様な選択を尊重し、調査研究や対話を重んじることで、慣例や立場にとらわれない自律
的で民主的な議会をとおして、誰もが平等に、共に生きる未来を目指します。

メッセージ

※これまでの活動と今
後への抱負については
3 ページ以降のインタ
ビューをご覧ください

「お互いさま」と「大好き」があふれるまちへ
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本会議一般質問 抜粋
（Q&A＋コメント）

はじめての定例議会で、会派を代表して区長や教育長に一般質問しました。新人ら
しく持ち時間を全部使って、思い切って区政への思いを伝えました。代表的な質問
と答弁を抜粋しましたので、ご覧ください。

一般質問要旨 1. すべての子どもに質の高い保育・教育を保障する仕組みについて / 2. 
まちぐるみで子どもを育てる地域・学校・園連携の仕組みについて / 3. まちぐるみで
命を守る地域防災体制づくりについて / 4. 地域文化資源を活用したまちづくりについ
て / 5. 基本構想および実施計画の評価と課題について / 6. 建築紛争予防の仕組み
づくりについて / 7. 学校給食の無償化と食育の推進について

本会議の一般質問や
区長の所信表明の動画
は区議会ホームページ
でも公開されています

（録画のみ）

全体の質問と答弁 インターネット議会中継

令和元年６月定例議会本会議　6 月 13 日

公式
WEB
サイト

CHECK
!

CHECK
!

指導検査や巡回指導の有効性を検証し、
保育士や職員の労働環境の改善に計画的・
継続的に取り組む必要があります。特に、
就業規則の遵守状況や不適切経理の確認、
サービス残業など勤務状況の調査がポイン
トです。

Q 保育士の処遇と資質の向上について
待機児童解消の最大の障壁は保育士の人材
不足。保育士の職員配置や処遇、働き方や研
修のあり方の改善、ICT 化による事務効率
化と時間外労働削減などの対策は？
A 補助金を活用して保育補助者を確保する私
立認可保育所が増え、保育士の負担軽減に
つながっている。また、国や都の補助制度を
活用して保育士の処遇改善と保育の質の向上
を図っていくほか、ＩＣＴ化の補助金を活用し
て保育業務支援システムを導入し、保育士の
書類作成等に係る事務の効率化を図ってい
く。（区長）

エビデンスに基づく保育士の人材確保が
必要です。各種補助制度が有効に活用され
ているかを客観的に検証するには、現場
の保育士への満足度調査が有効です。

Q2. まちぐるみで命を守る地域防災体
制づくりについて

Q 避難所の質の標準化について
避難所の総合訓練や備蓄の拡充は喫緊の課
題。多くの地域では避難所の運営プロセスや
質の検証がされていない。避難所の質を標準
化するため、収容人数や開設計画、運営協
議会の構成員や区職員との連携方法、医療
救護班の医師や区保健師との連携方法、学
校施設の活用方法の検証は？
A 避難所総合訓練等における課題を整理し、
教育委員会と情報共有を図り、効率的かつ
効果的な活用が図られるよう検討していく。
また、医師会、歯科医師会、薬剤師会と連
携して医療救護活動に関する訓練を実施し、
検証・改善を検討していく。プールの通年貯
水も各校の事情に応じ検討していく。（区長）

迫る地震災害に備えて、地域の自主防災体
制の整備が課題です。避難所運営協議会
を中心に多世代の地域住民と協力して多様
な課題を整理し、庁内で連携してスピード
感のある対応が求められます。

新人として当選後、初めての一般質問に立た
せていただきます。根津の長屋に暮らし、保
育士・防災士として地域の皆様とともに、保
育・教育や地域活動、防災まちづくりに携わっ
てきました。この町の未来とすべての子ども
たちのために、人を大切に、生活に根ざした、
まっとうな区政の実現に尽力してまいります。

Q1. すべての子どもに質の高い保育・教
育を保障する仕組みづくりについて

Q 保育所児童の外遊びや運動機会の保障
について
園庭のない保育園が急増し、子どもの体力
や運動能力の低下と、お散歩や公園での活
動時の安全確保が喫緊の課題。園庭や室内
の遊び場の整備、道路や公園の安全整備な
どの対策は？
A 道路・公園の安全対策は、利用者等から
の要望等のほか、庁内で連携を図り、警察
署等とも協力しながら進める。都市化が進ん
だ本区では、園庭や室内遊技場の整備が可
能な物件を見つけることが困難だが、可能な
限り確保できるよう計画段階より保育運営事
業者と綿密に協議していく。（区長）

安全対策が十分でない道路や公園で事故
が起きると保育士が犠牲になります。利用
者や保育士の要望を聞き取り、危険箇所
を明らかにして対策を進めるべきです。文
京区は特に園庭のない保育園が多く、既
存の公園だけではキャパオーバーのため、
代替園庭や遊び場の整備が必要です。

Q 民間保育施設および学童保育施設の拡
充と指導強化について
転入人口の増加に伴い保育園や育成室が増
え、保育士の人材不足が深刻化するなか、
民間施設の保育の質と量の両立が課題。民
間保育事業者の選定基準や指導監督の強
化、職員の労働環境の定期調査などの対策
は？
A 認可保育所の開設・認可手続は、保育運
営事業者の経済的基礎、社会的信望の有無
等、国及び都が定める要件を確認の上、進め
ている。また、開設後は、公定価格や補助
金の加算・支給要件とすることで第三者評価
の受審を促進するほか、専任の担当者を新
たに配置して全認可保育所等での指導検査と
巡回指導を実施し、職員の就業規則や勤務
状況、健康管理等を確認していく。（区長）

Q 地域防災体制の整備について
避難所を核とした地域防災体制づくりには、
地域住民や民間企業、大学、NPO など、地
域の多様な主体との事前協議や協定が課題。
行政・NPO・ボランティアの連携や町会・
関係機関等の地域連携、地域の災害ボラン
ティア人材発掘の仕組みづくりは？
A 地域の支援団体との協力体制やボラン
ティアの受入体制づくりのため、社会福祉協
議会や防災関係機関との連携に努めていく。
また、医療や語学等、専門的な知識や経験
を有する専門ボランティアには事前登録制度
を導入し、避難所総合訓練に参加するほか、
大学との協定で災害時に学生ボランティアの
派遣を受けるなど、多様な主体との協力体制
の構築や人材確保に努めていく。（区長）

社会福祉協議会や防災関係機関と、地域
の避難所運営協議会との連携が課題です。
専門ボランティアの事前登録や学生ボラン
ティアの派遣受入を広く周知し、潜在看護
師や介護士、専門課程の学生など専門知識
を持つ地域人材を発掘すべきです。

Q 在宅避難者の支援と避難所の収容オー
バーの対策について
区の地域防災計画では、マンションや中高
層建築物の安全化による避難者の減を目標
に掲げており、在宅避難者への物資配布が
課題。また、マンション住民が余震の不安
やライフラインの停止で避難所に避難する
と、収容人数超過による避難所不足が危惧
される。多様な被災状況を想定した在宅避難
者の支援方法とマンション住民を含む避難
所の収容計画の検証は？
A 食糧や飲料水は原則、避難所で提供する。
避難所には、自宅が倒壊・焼失した場合や
その恐れがある場合に避難するのが基本だ
が、被災状況等により避難者を収容できな
い場合は区有施設に二次避難所を設置する。
また、避難者受け入れ施設を確保するため大
学を含めた12 の学校と協定を締結しており、
今後も学校や企業との新たな協力関係を構
築していく。（区長）

多様な被災状況を想定し、マンション住民
を含めた避難者数の算定と避難所の収容
計画の見直しが不可欠です。特に、地域の
寺社や教会、旅館やホテルなど協定締結
施設を増やし、数値目標を定めて避難者受
入施設を確保する必要があります。
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れ
た
自
由
な
議
会
、
で
す
か
？

え
え
。
ま
っ
と
う
な
政
治
に
は
、
立
憲
主
義
と

民
主
主
義
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
人
を
大
切
に
す

る
こ
と
。
今
の
社
会
環
境
に
適
応
で
き
な
い
人

を
守
る
こ
と
。
変
化
の
時
代
に
は
、
社
会
に
適

応
し
た
強
い
人
た
ち
ば
か
り
の
均
一
な
集
団
は

ハ
イ
リ
ス
ク
で
す
。
強
弱
や
利
害
を
越
え
て
多

様
で
個
性
的
な
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
人
間
は
損

得
や
効
率
で
動
く
も
の
と
い
う
単
一
的
な
価
値

観
を
覆
す
。
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

使
っ
て
、
思
い
切
っ
て
区
政
へ
の
思
い
を
伝
え

ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
映
像
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

―
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
ん
で
す
か
？

は
い
。
本
会
議
の
一
般
質
問
と
区
長
の
所
信
表

明
の
録
画
映
像
が
見
ら
れ
ま
す
。
あ
と
、
本
会

議
と
委
員
会
の
会
議
録
も
公
開
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ど
こ
で
ど
ん
な
議
論
が
さ
れ
た
か
、
誰
で

INTERVIEW
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　

未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
選
ば
れ
る
議
員
に
な
る
た
め
に

こ
れ
ま
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

記
事
は
公
式W

EB

サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
活
と
政
治
を
つ
な
ぐ

―
も
っ
と
開
か
れ
た
自
由
な
議
論
の
場
に

区
政
へ
の
挑
戦
の
経
緯
や
決
意
を
お
話
し
し
た
昨
年
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
続
き
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
へ
の
抱
負
や
は

じ
め
て
の
議
会
活
動
、
議
会
の
権
能
や
開
か
れ
た
自
由
な

議
会
を
実
現
す
る
方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

学
び
、考
え
、問
い
直
す

―
「
知
る
権
利
」
を
守
る
た
め
に本

会
議
の
一
般
質
問
の
動
画
は
区
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
）
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も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
や
発

言
者
で
検
索
も
で
き
る
の
で
、
気
に
な
る
テ
ー

マ
の
過
去
の
議
論
や
知
り
た
い
議
員
の
過
去
の

発
言
も
調
べ
ら
れ
る
ん
で
す
。

―
全
部
で
す
か
？

え
え
。
会
議
録
は
逐
語
で
す
の
で
、
発
言
や
や

り
取
り
が
そ
の
ま
ま
公
開
さ
れ
ま
す
。
政
党
や

会
派
に
よ
っ
て
ス
タ
ン
ス
や
態
度
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
し
、
個
人
の
力
量
も
垣
間
見
え
る
の
で
、

会
議
録
を
読
む
だ
け
で
も
区
議
会
の
現
状
を
把

握
で
き
ま
す
。

―
ど
の
く
ら
い
読
み
ま
し
た
か
？

議
論
の
経
緯
を
知
っ
て
い
れ
ば
鋭
い
質
問
が
で

き
ま
す
。
自
分
が
参
加
し
て
い
な
い
委
員
会
で

も
、
議
論
を
押
さ
え
て
か
ら
傍
聴
す
れ
ば
有
意

義
な
の
で
、
で
き
る
限
り
目
を
通
し
ま
し
た
。

最
近
の
会
議
録
は
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
よ
り
前
の
会
議
録
も
議
会
図
書
室

に
開
架
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
議
ご
と
に
順
番
に

綴
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
気
に
な
る
議
論
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
調
べ
る
の
に
も
重
宝
し
ま
す
。

―
議
会
図
書
室
は
ど
こ
に
あ
る
ん
で
す
か
？

議
員
の
控
室
と
同
じ
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
22

階
で
す
。
議
会
関
連
の
書
籍
の
ほ
か
新
聞
も
揃
っ

て
い
ま
す
。
区
が
実
施
し
た
過
去
の
事
業
評
価

や
、
特
別
区
の
議
長
会
に
よ
る
自
治
体
間
の
比

較
調
査
結
果
な
ど
、
他
で
は
見
ら
れ
な
い
資
料

も
あ
り
ま
す
。
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
で
、

議
会
図
書
室
も
申
請
す
れ
ば
、
誰
で
も
利
用
で

き
る
ん
で
す
。

―
情
報
セ
ン
タ
ー
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

2
階
で
す
。
区
の
刊
行
物
や
保
管
資
料
は
誰
で

も
見
ら
れ
ま
す
し
、
区
民
相
談
や
交
通
事
故
の

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
区
の
情
報
は
公

開
が
原
則
で
す
か
ら
、
請
求
す
れ
ば
ど
ん
な
資

料
で
も
見
ら
れ
ま
す
。
コ
ピ
ー
や
電
子
デ
ー
タ

で
の
提
供
に
は
時
間
と
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、

申
請
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
で
き
ま
す
。

気
に
な
る
こ
と
や
知
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

―
電
子
申
請
も
で
き
る
ん
で
す
か
？

は
い
。
私
も
議
員
に
な
る
ま
で
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
区
の
業
務
や
制
度
が
た
く
さ
ん
あ
り
過
ぎ

て
、
多
く
の
人
は
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
と
思
い

ま
す
。
身
近
な
問
題
以
外
は
、
そ
も
そ
も
触
れ
る

機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
政
治
を
身
近
に
す
る

に
は
、
開
か
れ
た
情
報
発
信
が
大
切
で
す
。

―
開
か
れ
た
自
由
な
議
会
に
、
で
す
ね
。

は
い
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
議
会

は
も
っ
と
開
か
れ
た
自
由
な
活
動
が
可
能
で
す
。

前
例
や
慣
習
に
囚
わ
れ
る
と
閉
じ
た
考
え
方
に

な
り
ま
す
が
、
本
来
、
区
の
情
報
は
区
民
の
情

報
で
す
。
与
え
ら
れ
る
情
報
を
受
け
取
る
だ
け

で
な
く
、
必
要
な
情
報
を
誰
も
が
十
分
に
得
ら

れ
る
環
境
を
整
え
る
の
も
、
議
員
の
大
切
な
仕

事
で
す
。

―
「
知
る
権
利
」で
す
ね
。

―
議
会
の
請
願（
せ
い
が
ん
）
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

請
願
権
は
、
憲
法
に
定
め
ら
れ
た
基
本
的
人
権

の
ひ
と
つ
で
す
。
国
や
地
方
自
治
体
に
希
望
や

苦
情
を
申
し
立
て
る
権
利
で
、
住
民
の
政
治
参

加
の
手
段
と
し
て
も
大
切
で
す
。

―
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
？

地
方
自
治
法
の
定
め
で
、
議
会
へ
の
提
出
に
は

議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。
請
願
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
紹
介
議
員
に
趣
旨
を
説
明
し
、

賛
同
の
署
名
を
も
ら
っ
て
、
定
例
議
会
初
日
の

2
日
前
ま
で
に
議
会
事
務
局
に
提
出
し
ま
す
。

―
提
出
し
た
あ
と
は
？

請
願
の
内
容
に
応
じ
て
、
関
係
す
る
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
す
。
委
員
会
で
は
、
願
意
の
妥
当

性
や
実
現
可
能
性
を
中
心
に
審
査
が
行
わ
れ
、

よ
り
よ
く
生
き
る
に
は
、
ま
ず
知
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
偏
っ
た
情
報
ば
か
り
与
え
ら
れ
続
け

る
と
、
関
心
や
考
え
る
力
を
失
っ
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
憲
法
で
保
障
し

よ
う
と
い
う
の
が
、知
る
権
利
な
ん
で
す
。
学
び
、

考
え
、
問
い
直
す
。
ま
っ
と
う
な
政
治
を
実
現

す
る
に
は
一
人
ひ
と
り
が
自
分
で
考
え
、
行
動

す
る
習
慣
を
取
り
戻
す
こ
と
。
知
る
権
利
を
守

り
、
開
か
れ
た
自
由
な
言
論
の
府
と
し
て
の
議

会
の
権
能
を
高
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

採
択
の
可
否
が
判
断
さ
れ
ま
す
。
判
断
は
会
派

ご
と
に
行
う
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
の
賛
否

も
分
か
り
ま
す
。

―
会
派
ご
と
の
判
断
理
由
も
で
す
か
？

え
え
。
賛
否
を
表
明
す
る
前
に
各
会
派
の
委
員
が

理
由
を
述
べ
る
の
で
、
委
員
会
を
傍
聴
す
れ
ば
会

派
ご
と
の
考
え
方
や
ス
タ
ン
ス
が
分
か
り
ま
す
。

会
議
録
も
逐
語
で
公
開
さ
れ
ま
す
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
過
去
の
請
願
の

審
査
結
果
も
調
べ
ら
れ
ま
す
。
採
択
の
可
否
は
議

会
の
構
成
に
も
よ
り
ま
す
が
、
不
採
択
で
も
区
民

や
行
政
に
問
題
提
起
が
で
き
ま
す
し
、
議
会
の
多

数
派
や
首
長
の
考
え
方
も
分
か
り
ま
す
。

―
請
願
は
誰
で
も
出
せ
ま
す
か
？

は
い
。
誰
で
も
出
せ
ま
す
。
未
成
年
で
も
外
国

人
で
も
法
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。
請
願
を
出
す

情
報
公
開
制
度
＝ 

区
の
行
政
情
報
を

公
開
す
る
制
度
で
す
。
区
の
実
施
機

関
（
区
長
・
教
育
委
員
会
・
選
挙
管

理
委
員
会
・
監
査
委
員
・
議
会
）
が

用
い
る
行
政
情
報
の
す
べ
て
が
対
象

で
、ど
な
た
で
も
請
求
で
き
ま
す
（
図

画
や
電
磁
的
記
録
を
含
む
）。
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
＝ 

本
会
議
と

委
員
会
の
会
議
録
（
全
文
公
開
）
は
区

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

請
願
の
提
出
方
法
＝ 

各
定
例
議
会
初

日
の
2
日
前
の
午
後
5
時
ま
で
に
議

会
事
務
局
（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
23

階
）
に
提
出
し
ま
す
。
請
願
書
の
書

き
方
な
ど
は
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
会
議
や
委
員
会
の
審
議
は
誰
で
も

傍
聴
で
き
ま
す
。
会
議
当
日
の
8
時

30
分
か
ら
開
始
時
間
ま
で
に
議
会
事

務
局
で
受
付
く
だ
さ
い
。
区
議
会
の

日
程
は
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

政
治
の
主
役
に
な
る

―
本
来
の
地
方
自
治
に
立
ち
戻
る
た
め
に
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こ
と
で
本
人
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
こ
と
は
、

憲
法
に
も
請
願
法
に
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、

氏
名
や
住
所
は
希
望
す
れ
ば
非
公
開
に
も
で
き

ま
す
。

―
未
成
年
も
で
す
か
？

参
政
権
と
違
っ
て
年
齢
や
国
籍
の
制
限
が
な
い

ん
で
す
。
中
学
校
や
高
校
の
授
業
で
議
員
か
ら

請
願
の
仕
組
み
を
学
ん
だ
り
、
実
際
に
子
ど
も

た
ち
が
議
会
に
請
願
書
を
提
出
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
主
権
者
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治

体
も
あ
り
ま
す
。

―
子
ど
も
た
ち
の
政
治
へ
の
関
心
も
高
ま
り

ま
す
ね
。

え
え
。
自
治
体
に
よ
っ
て
は
請
願
者
本
人
が
委

員
会
で
趣
旨
説
明
も
で
き
ま
す
。
委
員
か
ら
請

願
者
に
質
問
で
き
る
の
で
、
住
民
か
ら
議
会
へ

の
政
策
提
案
の
場
に
も
な
り
ま
す
。
議
員
に
と
っ

―
議
会
の
役
割
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

住
民
に
よ
る
自
治
を
実
現
す
る
に
は
、
議
会
に

よ
る
監
視
が
不
可
欠
で
す
。
行
政
は
首
長
の
強

い
権
限
と
大
き
な
組
織
に
支
え
ら
れ
た
権
力
機

関
で
す
。
も
ち
ろ
ん
強
い
か
ら
何
で
も
や
っ
て

い
い
わ
け
で
は
な
く
、
権
力
が
住
民
の
た
め
に

行
使
さ
れ
て
い
る
か
日
常
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が
必

要
で
す
。

―
議
会
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
で
す
か
？

は
い
。
問
題
が
起
こ
れ
ば
す
ぐ
に
軌
道
修
正
で

き
ま
す
し
、
そ
も
そ
も
議
会
の
監
視
が
問
題
を

未
然
に
防
ぐ
抑
止
力
に
な
り
ま
す
。
同
じ
く
、

議
会
が
正
常
に
機
能
す
る
た
め
に
は
住
民
に
よ

る
監
視
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

―
住
民
が
議
会
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
？

議
員
は
選
挙
で
選
ば
れ
ま
す
が
、
や
は
り
選
ば

れ
た
か
ら
と
い
っ
て
何
で
も
や
っ
て
い
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
政
で
も
嘘
や
隠
蔽
な
ど

政
治
家
の
言
動
が
問
題
に
な
り
ま
す
が
、
権
力

を
手
に
す
る
と
誤
解
す
る
人
も
い
ま
す
。
選
ん

だ
あ
と
も
間
違
い
が
な
か
っ
た
か
、
常
に
チ
ェ
ッ

ク
が
必
要
で
す
。

―
権
威
主
義
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
も
住
民
の

仕
事
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

は
い
。
権
威
主
義
は
弱
肉
強
食
の
論
理
で
す
。
力

の
有
無
が
過
度
に
重
視
さ
れ
、
弱
者
へ
の
配
慮

が
失
わ
れ
ま
す
。
力
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
、
自

分
の
弱
み
や
誤
り
を
人
に
見
せ
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
弱
さ
を
隠
し
て
強
者
に
媚
び
る
か
、
権

威
に
す
り
寄
る
ほ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で

す
。
本
当
の
チ
―
ム
は
互
い
の
弱
さ
を
認
め
合

て
も
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
課
題
を
学
ぶ
チ
ャ

ン
ス
で
す
し
、
住
民
の
参
加
で
開
か
れ
た
議
会

を
実
現
す
る
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
思
い
ま
す
。

―
開
か
れ
た
自
由
な
議
会
へ
の
挑
戦
で
す
ね
。

住
民
が
加
わ
れ
ば
、
議
会
を
も
っ
と
活
性
化
し
、

も
っ
と
透
明
で
公
正
な
議
会
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
地
方
自
治
の
理
想
は
住
民
の
自

治
で
す
。
住
民
が
主
権
者
と
し
て
政
治
に
関
わ

り
、
自
分
た
ち
の
力
で
自
由
と
平
和
を
実
現
す

る
。
そ
の
た
め
に
住
民
の
権
利
を
守
り
、
勇
気

づ
け
る
の
も
議
員
の
大
切
な
仕
事
で
す
。
国
政

と
ち
が
っ
て
、
地
方
自
治
で
は
議
員
と
首
長
の

両
方
を
選
挙
で
き
る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

―
議
会
と
首
長
の
二
元
代
表
制
で
す
ね
。

え
え
。
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
と
首
長
が
そ
れ

ぞ
れ
に
権
能
を
持
ち
、
互
い
に
監
視
し
合
う
こ

と
で
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
ま
す
。
た
だ
、
行
政

と
い
う
強
大
な
組
織
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
首
長
に

比
べ
て
、
議
会
は
少
数
で
す
。
首
長
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
代
わ
り
に
擁
護
し
た
り
忖
度
し
た
り
す

る
状
況
も
あ
り
ま
す
。
議
員
が
議
会
の
権
能
を

侵
さ
れ
る
こ
と
に
抵
抗
し
な
か
っ
た
り
首
長
に

す
り
寄
っ
て
利
益
を
得
よ
う
と
し
た
り
す
る
と
、

本
来
の
二
元
代
表
制
の
意
義
が
失
わ
れ
ま
す
。

―
ど
う
す
れ
ば
本
来
の
姿
に
戻
れ
ま
す
か
？

鍵
は
住
民
の
力
で
す
。
住
民
が
議
会
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
主
体
的
に
意
見
や
政
策
を
提
案
す
る
こ

と
で
、
首
長
と
対
等
な
開
か
れ
た
自
由
な
議
会

が
実
現
で
き
ま
す
。
主
権
と
は
、
政
治
の
あ
り

方
を
最
終
的
に
決
定
す
る
権
利
で
す
。
政
治
の

主
役
で
あ
る
以
上
、
失
わ
れ
た
も
の
は
自
分
た

ち
で
取
り
戻
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
長
い
年
月

を
か
け
て
失
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
、
同
じ
だ

け
の
時
間
と
労
力
を
か
け
て
一
つ
ず
つ
回
復
す

る
ほ
か
な
い
ん
で
す
。

う
と
こ
ろ
か
ら
し
か
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

―
本
当
の
チ
ー
ム
で
す
か
？

弱
い
も
の
同
士
が
支
え
合
い
、
補
い
合
う
か
ら

チ
―
ム
な
ん
で
す
。
反
対
に
、
強
い
権
力
に
は

依
存
性
が
あ
り
ま
す
。
短
期
的
に
は
得
策
な
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
長
期
的
に
は
支
配
が
強
ま

り
ま
す
。
依
存
す
る
側
と
さ
れ
る
側
の
関
係
が

固
定
化
し
、
自
由
が
奪
わ
れ
、
判
断
や
行
動
の

主
体
性
が
失
わ
れ
ま
す
。

―
い
わ
ゆ
る
共
依
存
で
す
ね
。

支
配
さ
れ
な
い
た
め
に
は
依
存
先
が
複
数
必
要

で
す
。
単
一
の
強
固
な
つ
な
が
り
よ
り
も
多
様

で
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
で
す
。
権
力
者
は
つ

な
が
り
を
制
限
す
る
こ
と
で
相
手
を
支
配
し
ま

す
。
い
ろ
ん
な
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
な
が
り

合
っ
て
い
る
チ
ー
ム
の
方
が
自
由
に
能
力
を
発

揮
で
き
ま
す
。

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
つ
く
る

―
不
信
と
不
満
の
構
造
を
打
開
す
る
た
め
に

INTERVIEW
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INTERVIEW
―
議
会
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
？

議
会
で
は
今
も
数
は
力
と
い
う
考
え
方
が
優
勢

で
す
。
議
会
の
意
思
は
多
数
決
で
決
ま
る
と
考

え
る
人
や
、
多
数
派
に
従
う
の
が
得
策
と
考
え

る
人
が
多
い
か
ら
で
す
。
実
際
は
、
多
数
決
は

民
主
的
じ
ゃ
な
い
し
、
多
数
派
に
迎
合
し
て
も

短
期
的
な
利
益
し
か
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

―
政
局
や
議
会
構
成
が
変
わ
れ
ば
変
わ
り
ま

す
か
？

構
造
的
な
問
題
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
の
構

造
で
は
、
政
局
が
変
わ
っ
て
も
新
し
い
多
数
派

が
再
生
産
さ
れ
ま
す
。
数
の
論
理
が
優
勢
な
限

り
、
権
力
が
欲
し
い
人
は
多
数
派
を
求
め
る
か

ら
で
す
。
短
期
的
な
利
益
を
求
め
る
考
え
方
や

構
造
を
根
本
か
ら
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―
具
体
的
に
は
？

数
の
力
を
行
使
し
た
り
奪
い
合
っ
た
り
す
る
の

を
や
め
て
、
一
人
ひ
と
り
の
意
思
を
尊
重
す
る

こ
と
で
す
。
区
民
に
も
そ
う
訴
え
る
こ
と
で
す
。

選
挙
の
争
点
は
政
策
で
す
が
、
議
会
の
課
題
を

伝
え
る
の
も
大
切
な
仕
事
で
す
。
ど
う
す
れ
ば

構
造
を
変
え
ら
れ
る
の
か
、
メ
ッ
セ
―
ジ
に
共

感
す
る
区
民
や
議
員
を
増
や
す
こ
と
が
先
決
で

す
。―

選
挙
も
で
す
か
？

議
会
で
数
の
論
理
が
優
勢
な
理
由
の
ひ
と
つ
は
、

得
票
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
徒
党
を
組
ん
で

戦
う
多
数
派
に
比
べ
て
少
数
派
は
劣
勢
で
す
。

勝
ち
馬
に
乗
り
た
い
有
権
者
が
多
数
派
に
投
票

す
る
結
果
、
権
力
に
近
い
立
場
の
人
が
選
ば
れ

や
す
く
な
り
、
数
の
論
理
を
助
長
し
て
し
ま
い

ま
す
。

―
選
ぶ
側
の
問
題
も
あ
り
ま
す
ね
。

先
に
述
べ
た
政
治
家
の
非
常
識
な
言
動
が
見
過

ご
さ
れ
て
し
ま
う
の
も
、
権
力
を
敵
に
回
す
と

割
を
食
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
打
算
が
働
く

か
ら
で
す
。
打
算
は
短
期
的
な
利
益
し
か
生
み

ま
せ
ん
。
こ
ん
な
言
動
を
許
し
た
ら
未
来
は
ど

う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
長
期
的
な
視
点
で
選

ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―
ど
ん
な
人
が
議
員
に
選
ば
れ
る
べ
き
で

し
ょ
う
か
？

権
威
よ
り
人
を
大
切
に
す
る
人
で
す
。
弱
者
の

視
点
と
公
共
心
を
あ
わ
せ
持
つ
人
で
す
。
自
律

的
な
判
断
基
準
を
持
ち
、
権
威
に
反
対
し
て
で

も
人
権
を
守
れ
る
人
で
す
。
社
会
や
経
済
が
流

動
化
し
、
人
々
の
利
害
関
係
が
複
雑
化
し
て
い

ま
す
。
次
世
代
の
リ
―
ダ
―
は
自
分
と
意
見
や

立
場
の
違
う
人
の
利
益
や
権
利
も
代
弁
で
き
る

人
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

―
立
場
の
違
う
人
の
利
益
で
す
か
？

え
え
。
多
数
決
で
は
少
数
意
見
を
無
視
で
き
ま

す
。
特
に
、
自
分
は
力
が
あ
っ
て
正
し
い
と
信

じ
て
い
る
人
は
、
違
う
意
見
や
立
場
の
人
を
否

定
し
が
ち
で
す
。
意
見
や
立
場
が
違
う
人
と
付

き
合
う
の
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
を

受
け
入
れ
る
寛
容
さ
が
一
番
の
資
質
と
思
い
ま

す
。―

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

議
員
は
票
を
く
れ
る
支
持
者
を
優
先
し
が
ち
で

す
。
関
係
が
固
定
化
し
て
全
体
の
利
益
を
毀
損

し
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。
反
対

に
、
議
員
を
票
で
釣
っ
て
利
益
誘
導
を
迫
っ
た

り
関
係
を
制
限
し
て
支
配
し
た
り
し
て
い
な
い

か
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
も
必
要
で
す
。

―
今
後
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

社
会
が
流
動
化
し
た
一
方
、
技
術
革
新
で
個
人

の
で
き
る
こ
と
が
広
が
り
ま
し
た
。
集
団
や
権

力
に
従
う
よ
り
一
人
ひ
と
り
が
人
生
を
切
り
開

い
て
い
く
時
代
で
す
。
生
活
や
政
治
を
人
や
権

力
に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で
考
え
、
判

断
し
、
発
言
し
、
行
動
す
る
こ
と
。
そ
ん
な
日
々

の
積
み
重
ね
の
先
に
、
本
来
の
生
き
方
や
社
会

が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
議
会
も
で
す
か
？

議
会
は
監
視
機
関
で
あ
り
、
意
思
決
定
機
関
で

す
。
住
民
の
代
表
と
し
て
首
長
や
行
政
を
監
視

し
、
自
治
体
の
最
終
意
思
を
決
定
し
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
の
議
員
が
依
存
や
追
認
を
や
め
、
住

民
の
意
向
に
基
づ
い
て
主
体
的
に
自
由
に
意
思

決
定
す
れ
ば
、
議
会
は
確
実
に
変
わ
り
ま
す
。

―
議
員
の
主
体
性
が
要
で
す
ね
。

は
い
。
議
員
の
仕
事
は
課
題
が
多
く
、
や
り
甲

斐
が
あ
り
ま
す
。
国
会
は
停
滞
し
が
ち
で
す
が
、

区
議
会
は
一
人
ひ
と
り
の
議
員
の
志
で
変
わ
り

ま
す
。
議
員
が
ひ
と
り
変
わ
れ
ば
区
政
に
改
革

の
一
石
を
投
じ
ら
れ
る
ん
で
す
。
自
立
し
た
主

体
的
な
市
民
と
政
治
家
の
対
等
な
パ
―
ト
ナ
―

シ
ッ
プ
が
、
区
政
を
変
え
る
原
動
力
で
す
。

―
本
来
の
ま
っ
と
う
な
政
治
で
す
ね
。

前
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
地

方
自
治
は
民
主
主
義
の
学
校
で
す
。
区
政
が
変

わ
れ
ば
他
の
自
治
体
に
も
波
紋
が
広
が
り
、
地

方
自
治
が
変
わ
れ
ば
国
政
に
も
変
革
の
チ
ャ
ン

ス
が
訪
れ
ま
す
。
身
近
な
地
方
議
会
へ
の
関
心

と
理
解
を
深
め
、
住
民
に
開
か
れ
た
自
由
な
議

会
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
本
来
の
ま
っ
と
う
な

政
治
を
実
現
す
る
最
善
で
最
良
の
選
択
肢
と
思

い
ま
す
。

―
最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
。

政
治
へ
の
不
信
や
不
満
の
ほ
と
ん
ど
は
構
造
的

な
問
題
で
す
。
政
治
な
ん
て
役
に
立
た
な
い
、
面

白
く
な
い
と
思
う
人
は
、
な
ん
で
そ
ん
な
風
に

感
じ
る
の
か
、
立
ち
戻
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
私
た
ち
と
政
治
の
関
係
が
元
に
戻
れ
ば
、

政
治
家
を
志
す
人
が
増
え
、
社
会
に
秩
序
と
統

合
を
取
り
戻
す
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
未
来
を

生
き
る
子
ど
も
た
ち
が
当
た
り
前
に
政
治
を
志

ざ
せ
る
よ
う
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
つ
く
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
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委員会レポート 今期は、建設委員会と、子ども・子育て支援調査特別委員会に所属しています。委
員会では、区民の身近な問題や区の重要な施策が審議されています。また、理事者
と議員の台本なしのリアルタイムなやり取りが醍醐味です。ぜひ傍聴にお越しくだ
さい。以下に代表的な質問と答弁を掲載しました。

建設委員会
／子ども・子育て支援調査特別委員会

建設委員会

Q. まちづくりの基本理念や、区民・行政・議会の協働と役割分
担などの基本ルールは？
A. 既存の分野や組織の領域を超えた柔軟な発想により施策を推進す
る。基本理念は「文の京」総合戦略の基本政策「環境の保全と快適
で安心なまちづくり」において基本構想の将来像を継承していくほ
か、基本ルールは条例や要綱等で検討し、各個別計画との整合を取っ
ていく。

将来を見据えたまちづくりの基本理念やルールの明確化が課題で
す。「まちづくり基本条例」に関する請願審査では、基本理念は
既に基本構想や総合戦略で、基本ルールは要綱で扱っているため、
これらを包括的に分かりやすくまとめた条例は不要と判断されま
したが、この判断は本来、誰がするべきものでしょうか？私たち

「文京みらい」は、未来の子どもたちに責任を持って引き継げる
文京区をつくるため、今後も区民主体の判断を求めていきます。

Q. 歴史・文化的資源を生かしながら、災害に強いまちづくりを
両立するには？
A. 細街路整備事業や耐震改修促進事業を活用して個別相談会やアド
バイスを実施する。根津地区のまちづくり協議会でも防災と景観を
テーマに改めて地域住民と協議をしており、地域から要望があれば
区として事業手法を提案していく。

木造密集市街地では古い木造家屋に暮らすひとり暮らしの高齢者
や空き家が増加し、地震や火災による危険度が増しており、個別
相談会に参加できない人には個別の啓発が必要です。首都直下型
地震による同時多発火災の危険性が指摘されるなか、除却や建替
を進めるには戸別訪問やヒアリングも必要です。また、空き家等
利活用事業など官民連携で空き家の再生イノベーションを進める
ことで、地域防災力も向上できます。

子ども・子育て支援調査特別委員会

Q. 認可保育園における事故発生時の対応や救命処置の研修の実
施状況は？
A. 各園の研修プログラムに位置づけている。万が一の深刻事故の検
証についても、医師や弁護士、学識経験者などの専門家と協議・準
備していく。

多くの私立保育園が保育士不足のなか、研修を受講するためには
職員配置の支援が必要です。深刻事故は災害と同じく、ある日、
急に起きるリスクですし、新設園では死亡事故の発生率が高いと
いわれます。新規開園と人手不足が続くなか、事故後の保護者へ
の情報提供の手続きや検証の実施体制づくりが課題です。

Q. 認可保育園の保育士不足を解消するために保育士の働き方や
満足度を向上するには？
A. 私立園の保育事業者の選定では、短時間から働けたり土日祝日は
完全に休めたりといった保育士の希望に合った働き方の選択が可能
な人事制度の運用状況や、ICT 化による保育日誌や保護者連絡等の
事務業務効率化の状況を注視していく。

保育士の処遇改善や柔軟な働き方を可能にする人事制度の運用状
況について、定期的なチェックが必要です。第三者評価の職員ア
ンケートや保育士の従業員満足度調査などを活用すれば、制度や
業務の改善が保育士の負担軽減や働き甲斐の向上につながってい
るかを、どの保育園でも定期的に検証することができます。

委員会は本会議と同じく誰で
も傍聴できます。委員会資料
も閲覧用のものを除いてすべ
て配布しています

委員会の会議録は、
区議会ホームペー
ジに全文公開され
ています

各委員会の日程委員会の会議録

CHECK
!

CHECK
!

根津地区のまちづくりはどんな状況ですか？

平成 19 年度に策定した「根津駅周辺地区まちづくり基本計画」に基づいてまちづ
くりを進めています。中心は平成 25 年に発足した「根津地区まちづくり協議会」で、
地区の町会・商店会の代表者で構成されています。平成 28 年には根津一・二丁目地区
の地区計画案を作成しましたが、合意には至らず今後の進め方を検討しています。平成
29 年からは地域の細かな意見要望を把握するため、町会別のヒアリングや意見交換会を
進めており、今年度には地域で活動する個人や団体を広く募って交流会を開催予定です。

A

Q

初めての議会活動
で感じた疑問を先
輩に聞いてみまし
た。第 1 回は区議
会の各会派の幹事
長（代表者）が集
まって定期的に開
催される「幹事長
会」について。

議会や地域の活動
で感じた疑問を課
長さんに聞いてみ
ました。第 1 回は

「根津のまちづく
り」について。

先 輩
教えて 「幹事長会」ってどんな会ですか？

3 人以上の議員が所属する交渉会派
の幹事長と、区議会議長・副議長・事務
局長が参加する内部の会議体です。原則
非公開のため、2 人以下の会派の議員に
は事後報告があります。内容は区議会の
運営についての報告や情報共有が中心の
ため議事録はなく、重要な意思決定は議
会運営委員会などの公開の場で行われま
す。ちなみに、どの自治体にも同じよう
な位置づけの会議体があるそうです。

A

Q

１

まちづくり基
本 計 画 や 協
議会について
は、右の QR
コードから文
京区のホーム
ページをご覧
ください。

CHECK
!

課長さん 

教えて

１
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文京みらい C O N T E N T S

レポート区議会

文京みらい

東京都文京区根津2-34-21
info@sawadakeiji.jp
080-5697-8739 http://sawadakeiji.jp

公式WEBサイト

沢田けいじ S a w a d a  K e i j i  R e p o r t

【所属委員会】建設委員会 / 子ども・子育て支援調査特別委員会 / 令和 2年度予算審査特別委員会

@sawadakeiji.jp
Facebook

@sawadakeiji1979
Twitter

Contact

地域レポート 保育士・防災士としての知識と経験を活かし、子育てやまちづくりなど、さまざまな地域活動に
携わっています。世代を超えてまちぐるみで支え合い、学び合う―誰もが安心して暮らせるま
ちを一緒につくりませんか。地域での活動の一端を紹介します。コミュニティ道路／指定避難所

● 1979 年 愛媛県松山市生まれ。1998 年 愛光学園高校卒業、2002 年 東京大学農学部卒業、2005 年 同大学院修士課程修了。●学生時代から
文京区の下町の長屋に暮らし、保育士・園長として保育や人材育成、地域・学校との連携を担うほか、父母の会や PTA、NPO、町会でまちづくりや地
域活動に携わる。●家族は、妻と息子 3 人（幼・小・中）の 5 人。●趣味は、まち歩き / 寺社巡り / お祭り巡り / ラジオ体操 / 自転車ツーリング / 
キャンプ / ツリークライミング / プレイパーク / ベーゴマ / DIY / ギターの弾き語り / 絵本の読み聞かせ / 料理 / 草木染 / 写真 / 読書 / 銭湯 / 日記  
●主な職歴は、船堀中央保育園 保育士（2006-14）、江東区白河かもめ保育園 園長（2014-16）、台東区立たいとうこども園 副園長（2016-18） 
●主な経歴は、文京区立駒込保育園父母の会 会長（2010-11）、文京区認可保育園父母の会連絡会 会長（2010-12）、文京区基本構想推進区民協
議会 委員（2010-12）、文京区教育改革区民会議 委員（2012-14）、文京区立藍染保育園父母の会 会長（2014-15）、NPO 法人コドモ・ワカモノま
ち ing 監事（2011-2019）、NPO 法人保育の安全研究・教育センター 監事（2012-2019）。現在は、藍染町会 総務補佐・青年部 副部長（2014-）、
根津弥生七ケ町連合会 防災士・根津小学校避難所運営協議会 委員（2015-）、文京区立根津小学校 PTA 副会長（2016-）

根津 2 丁目にある藍染大通り（区道 871 号）は、毎週日曜日が歩
行者天国（遊戯道路）として地域の子どもたちに開放されています。
平成 28 年には区のコミュニティ道路に指定され、お祭りや野外映
画会、フリーマーケットや路上アートイベントなど、子どもを中心
とした多世代の住民の交流の場として、また、大規模災害時に住民
が集合し、相互の安否確認や要支援者の避難支援を行う防災拠点と
して、地域のコミュニティをつなぐ役割を担っています。周辺は平
成 26 年に区の景観形成重点地区に指定された下町情緒あふれる低
層住宅地で、関東大震災以前の古い町割や路地と長屋の町並が残る
ほか、東京文化資源区として生活文化資源を活かした新しい都市政
策モデルを全国に発信するモデル地区に指定されており、国内外か
ら多くの観光客を受け入れています。

区立根津小学校は、根津・弥生地区にある 7 町会の住民の地震時の
避難所に指定されています。避難所は平成 19 年から地域の町会役員
や民生・児童委員、防災リーダー、学校教職員・PTA、区職員を中
心とする避難所運営協議会によって運営され、老若男女さまざまな
地域住民の知恵と力を集めて、訓練やマニュアル策定、防災体制づ
くりを進めています。平成 26 年からは地域の若手人材を中心に防災
士を育成し、スタンドパイプ操作競技会・ブラインド型総合防災訓
練など地域の特性を活かした訓練や幼稚園・小学校・地域活動団体
との連携講座、マンション居住者対策セミナーなど住民主体の定期
講座を企画して、防災コミュニティのリデザインに取り組んでいます。

P r o f i l e K e i j i  S a w a d a

コミュニティ道路−藍染大通り

指定避難所−根津小学校

特定の曜日や時間帯に交通規制を行って道路を子どもの遊び場とし
て活用する制度。1970 年代に都市部の交通事故の増加と遊び場の
不足を背景に増加しましたが、廃止されたり形骸化したりしていると
ころも。区内でも指定されている遊戯道路は 39 か所※ありますが、
交通規制はあっても車止めの看板がないなどの理由で活用されてい

ないケースが多いようです。まちで子どもを育て、子どもがまちを育
てる―世代を超えた開かれた子育ての場である遊戯道路。あなた
も活用してみませんか？
※内海皓平 , 大月敏雄 , 井本佐保里（2018）「遊戯道路の実態からみた道路空間の活用
に関する研究」　都市計画（2018）, pp.797-798

C o l u m n 地域の声①遊戯道路ってなに？

地震や火災で住宅が倒壊・焼失した場合やおそれがある場合に避難
生活をする場所で、住所の町会・自治会で割り振られています。区内
では 33 か所の区立小中学校などが指定されており、人口過密地域
を中心とする約半数の避難所では、避難者のあふれによる混乱が懸
念されています（根津小学校では収容可能人数の約 2 倍の避難所
生活者を想定）※。避難者があふれた場合は、地域活動センター・ア
カデミー、交流館などの区有施設を二次的な避難所として開設した

り、災害時協定を締結した大学や高校で受け入れたりする計画もあ
りますが、十分ではありません。耐震化や家具の固定、初期消火器
具や備蓄物資の確認など、あなたと家族の命を守る自宅の防災対策、
もう一度、ご確認ください。
※古川洋子, 平田京子, 石川孝重（2015）「文京区の 32 避難所地域を単位とした避難所
生活者発生状況と避難所運営協議会による避難者受け入れ準備体制の把握」日本建築学
会計画系論文集 , pp.1587-1596

C o l u m n 地域の声②避難所ってなに？


